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  １．開  会 

○委員長 既に４時半を回っておりますので、ただいまから、第１３回目の子どもの権利

委員会を開催したいと思います。 

 まず、事務局の方から何か連絡事項がありましたら、お願いしたいと思います。 

 

  ◎連絡事項 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 子どもの権利推進課長の野島でご

ざいます。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 本日の欠席者でございますが、井戸委員、岡村委員、小栗委員、秦委員の４人から欠席

との連絡がございました。 

 本日の資料ですが、資料３といたしまして、子どもの権利に関する広報について、前回

までに皆様からいただいた意見をまとめたものをお渡ししております。また、委員の皆様

のみの資料として、本日欠席されております岡村委員より皆様へお渡しいただきたいと依

頼のありました資料を、別途、配付させていただいております。 

 以上でございます。 

 

  ２．議  事 

○委員長 ありがとうございます。 

 それでは、議事を進めていくことにいたします。 

 本日の議題は、前回に引き続きまして、子どもの権利に関する広報のあり方についてを

扱います。 

 なお、本日の終了時刻でありますけれども、１８時を予定しております。 

 これより、審議に入りたいと思います。 

 前回、事務局の方から、現在行っております子どもの権利に関する広報活動の一覧が示

されたところですが、それをめぐりまして、皆様方からご意見をいただいた内容を事務局

にまとめていただいております。 

 また、皆様のお手元にありますように、本日欠席いたしました岡村委員から、「広報活

動に関する提案」と題して提案をいただいております。 

 そこでまず、岡村委員の資料について事務局の方からかわりにご説明していただきまし

て、その後、資料３についての説明を受け、それを検討していきたいと思います。 

 では、事務局の方から、資料について説明をしていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） それでは、私の方から説明させて

いただきます。 

 まず初めに、岡村委員より別にお配りしました資料のような提案がございましたので、
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これにつきまして、委員にかわりまして私から説明をさせていただきます。 

 「広報活動に関する提案」ということで、Ａ４判２枚のものでございます。 

 資料の１枚目のちょうど中段ごろに提案理由と提案が記載されております。内容につき

ましては記載のとおりですが、多くの人が興味を持ちにくいと思われる子どもの権利につ

いて、今ある文学作品などの中から、これは子どもの権利を意味するではないかというも

のを委員の皆様が選定し、子どもの権利委員会お勧め本として紹介するというものでござ

います。 

 これは、文学作品だけではなく、子どもの権利や条例にかかわるものであればジャンル

は問わないということですので、例えば、皆様方から２冊程度を選んでいただいて、それ

に対するコメントをつけ、子ども未来局にご提出いただければという提案でございます。

実際にいただいたものを子ども未来局の方でまとめまして、その後、さまざまなイベント

等で紹介したいと考えているところでございます。 

 岡村委員からご提案いただいた内容の説明は以上でございますが、まずは、この提案に

ついて皆様でご検討いただければと思っております。 

 資料の１枚目の裏面にスケジュールを記載しておりますけれども、今回の委員会でご検

討いただいて、仮に承認されれば、各自が選定いたしまして、その後、子ども未来局の方

にご提出の上、次回の委員会で取りまとめた内容について確認し、発表ということを考え

ているところであります。こちらにつきましては、あくまで子どもの権利委員会という名

前で出しますので、選定につきましてはそれぞれご協力いただければと思いますが、外に

出る段階では子どもの権利委員会がお勧めの本として提案したいと考えているところです。 

 なお、岡村委員から、本の選定に関しまして参考になるのではないかということで、資

料の裏に選定例ということで２冊ほど提示されておりますので、ご参考にしていただけれ

ばと思います。 

 以上で、岡村委員の提案についての説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、私どもが用意しました資料３の子どもの権利に関する広報についてのまと

めというＡ４の横の形になっている資料に基づいて若干説明させていただきます。 

 前回の委員会におきまして、子どもの権利委員会としてまとめた内容を広報のあり方と

して札幌市にお示しいただくということでご提案をいただいております。この資料につき

ましては、これまでの委員会で広報関係の議論を行っていただいた内容を踏まえまして、

一たん整理をしたものでございます。 

 資料の構成でございますが、表の右側に、委員会での主な意見として、これまでの委員

会で広報関係に関する主な意見を一覧にしております。これらの意見を踏まえまして、最

終的に札幌市にお示しいただくものを体系としてまとめたものを表の左側の項目という欄

で記載し、その中身を表の中央にございます内容（案）という形でまとめております。 

 本日ご議論いただきました内容も踏まえまして、恐らく、Ａ４の大きさで二、三枚にな

ろうかと思いますが、その結果を次回の委員会において子どもの権利に関する広報につい
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てということで札幌市にお示しいただくことになると思います。 

 本日は、この内容の案の表現等やさらに加えるべき視点についてご意見をいただければ

と思います。 

 続きまして、資料の内容でございます。 

 項目の１点目は、「まとめに当たって」ということで、この委員会の目的や計画策定に

向けての経過を簡単にまとめ、計画策定以降は広報について議論を行ってきたこと、また、

委員会として札幌市が子どもの権利に関する広報を進めるに当たって留意すべきことを整

理しているところでございます。 

 次に、１ページの下段の「１ 広報活動について」でございます。 

 子どもの権利条例の認知や子どもの権利の理念が十分ではないという現状を踏まえた上

で、２ページ目でございますが、子どもにかかわる大人や子ども自身だけではなく、すべ

ての市民が子どもの権利を理解し、札幌市でも条例をつくり、子どもの権利の推進に取り

組んでいるという姿勢をもっと積極的に示すべきという意見を多くの委員からいただいて

おりますので、その内容をまとめているところでございます。 

 次に、より具体的な内容を示すために、「２ 対象について」では、（１）大人、（２）

子ども、（３）職員・教職員ということで、３ページ以降でそれぞれのカテゴリーごとに

まとめております。２ページ目下段の（１）大人につきましては、子どもの権利が守られ

るには、まずは大人が正しく理解することが必要ということで、これについては計画にお

いても触れておりますが、前回までの議論の中でも意見をいただいておりますので、個別

の事業を通した広報活動について、ここで改めて整理をしております。 

 次に、３ページ目の（２）子どもにつきましては、絵本の作成やキャッチフレーズなど

親しみやすい広報について、また、学校教育における取り組みについても意見をいただい

ておりますので、その内容をまとめたところでございます。 

 最後でございますが、（３）職員・教職員については、子どもの権利を札幌市で進めて

いくに当たっては、職員や教員が正しく理解し、実践していくことが必要であることから、

子ども未来局や教育委員会が中心となって子どもの権利に関する広報普及活動を進めてい

くこととしているところでございます。 

 以上が説明でございますが、先ほどご説明させていただきました岡村委員の提案を含め

てご議論いただければと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長 説明をありがとうございました。 

 それでは、意見交換に移りたいと思います。 

 意見交換ですが、子どもの権利に関する広報についてのまとめ（案）を先に扱いまして、

特に、真ん中の内容（案）の表現がそれでよいか、直す点はないのか、あるいは、加える

点はないかなどについて行っていきたいと思います。その点に関しては、項目順に話をし

ていく形をとっていきますが、それでよろしいでしょうか。 
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（「異議なし」と発言する者あり） 

○委員長 それでは、そういうことで進めていきたいと思います。 

 まず、一番最初に「まとめに当たって」という部分が出てくるわけですが、それについ

てはいかがでしょうか。まとめについて修正等がありましたら、出していただければと思

います。 

 ということで進めていこうとしますと、これは全体にかかわることでもありますので、

これについていきなり意見を出すのは難しいかもしれません。 

 それでは、具体的な項目を先にやりましょうか。 

 まず、１番目の広報活動について、１ページから２ページ目に書かれておりますが、こ

れについて、特に修正しなければならない点がありましたら、皆さん方から出していただ

ければと思います。 

 Ａ委員、どうぞ。 

○Ａ委員 ２枚目の中黒の二つ目のところで、「『子どもの権利』は、子どもに関わる大

人や子ども自身がその趣旨や」というところの後に、「直接には子どもと関わりを持たな

い大人も」という表現があるのですが、直接には子どもとかかわりを持たない大人が札幌

市から出ない方がいいのではないかと思うのです。どんな大人も子どもとかかわっている

といいますか、言わんとしていることはわかります。学校教育を担っているとか、子ども

がいる、いないとか、そういう視点なのかなと思いながらも、こういうふうに書くのは余

りよくないかなという気がしているのです。 

○委員長 今、Ａ委員の方から、広報活動についての中黒の２番目、２ページの最初のと

ころで、「直接には子どもと関わりを持たない」という文言があるわけでありますけれど

も、この「直接には」という文言があることによってかえっておかしいことになってしま

うだろうと。ですから、この文言は外してしまった方がいいのではないかという意見が出

されましたけれども、いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｂ委員 私も、全く同じところにひっかかっておりましたので、ここはない方がいいと

思っています。 

○委員長 今、Ｂ委員からも、それに賛成するという意見が出ました。 

 ほかの皆さんはいかがでしょうか。 

 あった方がいいという方はいらっしゃいますでしょうか。 

 私も、これはない方がいいというふうに実は思っているのですけれども、これを削除す

るということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○委員長 では、「直接には」という文言は削除することにさせていただきたいと思いま

す。 

 ほかにいかがでしょうか。 
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 どうぞ。 

○Ｂ委員 今の部分で確認ですが、「直接には子どもと関わりを持たない大人も含めた」

というところまでが削除ということになりますか。この文言というのは、冊子にそのまま

入るのですね。冊子というか、何かに入るのですか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 冊子と申しますか、札幌市に対し

て、子どもの権利委員会として意見をまとめたものというレベルの中での押さえです。 

○Ｂ委員 では、市民は見ないのですか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 見ないといいますか、一応は報告

ですから見ることにはなります。そういう意味で、誤解のある部分については削除する形

になろうかと思います。 

○Ｂ委員 わかりました。申しわけありません。 

 そうすると、「直接には子どもと関わりを持たない人も含めた」というところまでは削

除して、「全ての市民が」というところが残るのですか。 

 といいますのは、中黒の最初に「『子どもの権利』は、子どもに関わる大人や」という

文言があるのです。それがあるので、次に、わざわざ、直接かかわらない人もというふう

に、要するに、すべての人だよと言いたいのだと思うのです。そうすると、ここだけ削除

しても、上では「子どもに関わる大人や」とありまして、すごく限定的です。我々の趣旨

としては、かかわらない人なんかいない、大人も子どももすべてかかわって初めて社会と

言えるわけなので、最初の限定も要らなくて、すべての大人と子どもがという話ではない

かと思うのです。 

○委員長 今のＢ委員のご意見は、この部分に関しては「直接には子どもと関わりを持た

ない大人も」まで全部とってしまう方が意味もはっきりしてくるのではないかという意見

ですね。 

○Ｂ委員 上の「子どもに関わる」の部分も要らないのではないかということです。かか

わるとかかかわらないという対象の限定は要らないような気がします。 

○委員長 では、全体としてどういう表現にしたらよろしいでしょうか。 

○Ｂ委員 これは、とても説明的ですけれども、子どもの権利は、すべての大人と子ども

が理解することが重要ですということを言っているのですね。だから、シンプルでいいと

思います。 

○委員長 それを全体としてどういう表現にしたらいいでしょうか。 

○Ｂ委員 いかがですか。 

○委員長 そこが大事だと思います。 

 結局、すべての市民がということが大事になりますね。そうすると、その上は要らない

のではないかということになりますね。 

○Ｂ委員 そうです。だから、これを残すのであれば、子どもの権利は、すべての大人や

子ども自身がその趣旨や内容を十分に理解することが必要ですと。最後も同じですね。だ
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から、一文でいいのではないでしょうか。子どもの権利は、すべての大人や子どもがその

趣旨や内容を十分に理解することが必要ですということを言いたいのです。そんなシンプ

ルな感じになるのではないかと思います。 

○委員長 どうでしょうか。 

 今の点で言うと、「『子どもの権利』は、子どもに関わる大人や子ども自身がその趣旨

や内容を十分に理解することが必要です。」で切ってしまうということですね。 

○Ｂ委員 「子どもに関わる」もなくしていいですね。 

○Ｃ委員 これは、「だが、」と言っているのですけれども、この「だが、」はひっくり

返っていないのです。逆接ではないのです。だから、一文にしてしまって、後ろと前を統

合するためには、「子どもに関わる」という言葉を削除すれば、最初の一文だけで意味が

通じるというＢ委員の説明で私は了解しました。 

○委員長 では、一番最初の「子どもに関わる」という部分もとるということですね。 

 いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｄ委員 文章としては大変わかりやすいのですが、そうしたら、「子どもと関わりを持

たない大人も」とあえてここに入れた理由を聞かせていただきたいと思います。それが「非

常に重要となる」とありますから、ここはなおさら、子どもとかかわりを持たない大人に

ついて言いたかったのだと思うのです。どうしてそういうふうな表現になったのか、その

意図を知りたいと思います。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 前回の質疑の中で、子どもの権利

条例を語るときには、子育てをしている親子がどうしても中心になってしまって、子育て

を終えてしまった人は意識の面で興味、対象から外れてしまうという実態があるときに、

そういう人たちにどういう対応をしていったらいいのかという部分がそもそものスタート

だったと思います。確かに、すべての大人がかかわるのは当然の話ですが、現実問題、そ

うではない大人が一方ではいる中で、そういう興味関心をなかなか持てない人たちにはど

うしたらいいのだろうかという問題意識はそもそもあったと思います。ですから、文言的

には、すべての大人や子どもがかかわるのはもちろんですが、そうではない大人や子ども

がいたときにはどうするのかということが大事だと思います。 

 それで、右の上から三つ目のポツのところに、「教員、子育て中の親だけでなく、市民

全部に札幌市はこういうまちなのだということを」ということで、あえて「市民全部に」

という表現をしたのは、そういう問題意識を一たん受けて、ここでは「こういうまちなの

だ」という非常に抽象的な表現ですが、子育てが終わったような方々に対しても何か興味

を持ってもらうものが必要ではないかということが念頭にあったのは事実でございます。 

○委員長 今の件をどう受けとめますでしょうか。 

○Ｄ委員 それは僕もよくわかるのです。子育ての終わったというか、ある程度年配の方

は、子育てを経験なさっているので子どものよさもよくわかると思うのですが、結婚しな
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い人とか、ずっと独身でいる人とか、子育てとか家庭に縁のない方とか、今は人口的に比

率がふえていますので、多分、そういう人たちのことも念頭に入れながらということもあ

ったのだろうと思うのです。そうすると、単純にすべての大人としてしまった場合、今の

意図がよく伝わらないかなという感じがします。 

○委員長 ということからすると、これを加えることが必要であるというイメージですね。 

○Ｄ委員 僕は、「子どもと関わりを持たない大人」というのはあった方がいいのかなと。

この真ん中のところではなくて、解説の部分で補足的に言うのであれば、そちらで賄える

と思います。 

○委員長 今、Ｄ委員の方から、何らかの形で入れておいた方がいいのではないかという

意見がありました。つまり、「子どもと関わりを持たない大人も」という部分は意味を持

っているのではないかということかと思います。 

 その点を、Ｅ委員はどう思いますか。 

○Ｅ委員 私は、二つの意見はどちらももっともだなと思いながら、今、伺っておりまし

た。というのは、子どもと実際にかかわっている、それは職業であれ何であれ、そういっ

た方々が子育てしていない人よりも子どもの権利に精通しているかというと、必ずしもそ

うではないという問題があると思います。その一方で、子どもの権利とは無縁の既に子育

てを終えられた方は、確かに子どもの権利からはうんと遠い位置にいることもよくわかり

ますし、子育てをしていない若い世代、あるいは、独身世代も確かにそうだと思いますの

で、どちらの意見もごもっともだなと思いながら聞いていました。 

 手がかりとして、例えば、今までこの委員会でも意識調査のアンケートを１回しており

ますし、条例をつくるこれまでの検討委員会でも意識調査をして、札幌固有の意識の問題

というか、特にこの層の意識が弱いとか、もしそんなものが出ているのであれば、この辺

も言いやすくなってくると思いますが、どうも、今までの私たちの議論をよりどころにし

ているようなので、今ひとつ、印象に基づいての意見なのかなという気がして、私として

も決め手がないなと思っているところです。 

○委員長 ありがとうございます。 

 これまでの意見を聞いて、Ｆ委員、お若い立場からどうですか。 

○Ｆ委員 私も、先ほどＣ委員が言ったように、「必要だが、それと同時に」とつながっ

ているところは、同じ内容になっているので、一文にしてしまった方がいいと思います。

これで、子どもに関わる大人と限定してしまうと、多分、ひとり暮らしの知らないおじさ

んなどは自分に関係ないと思ってしまうので、かかわりを持たない人もみんなそうだよと

いうイメージがあった方がいいのではないかと思います。 

○委員長 ということは、後半の部分も何らかの形で加えた方がいいということですね。 

○Ｆ委員 もうちょっと、オブラートに包んで書いたらいいのではないかと思います。 

○委員長 どうぞ。 

○Ｇ委員 ここに「全ての市民が」とあるわけですから、「関わりを持たない大人も」と



 - 8 - 

いう部分はなくてもいいのかなと私は感じたのですが、もう子育てが終わった人、あるい

は子どもを育てたことがない人は、現実としては関心がないという状況だろうと思うので

す。しかし、逆に、ここに「関わりを持たない大人も」と入れて強調することによってそ

ういう人たちも関心を持ってくれというニュアンスであれば、入れた方がいいのかなとい

う感じがします。 

○委員長 何らかの形で残した方がいいのではないかという意見も出てきていますけれど

も、そういう意見を聞いていて、Ｂ委員はどう思いましたか。 

○Ｂ委員 わかりました。 

 「直接には子どもと関わりを持たない大人」、それは私のことだと読んだときに注意を

喚起される層が社会には現実にいるということですね。そうであるならば、そういう人た

ちにも注意を喚起したいということで、あえて入れるという立場もあると思います。 

 ただ、文章的には、「だが、」で結ぶのはちょっと不自然なので、２文に分けた方がい

いと思います。文法的にはそう思いますが、この「直接には」というのは、あえてそうい

う人たちの層の注意を喚起するという意図で入るという解釈でもいいと思います。 

○委員長 それでは、この件については、私と事務局で相談しまして、後半の部分も生か

すような表現を考えまして、次回が恐らく最終の委員会になると思いますが、そこで皆さ

んにお諮りしたいと思いますけれども、それでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○委員長 ありがとうございます。 

 それでは、１番目の広報活動について、ほかの点で何かご意見がありましたら出してい

ただきたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○委員長 それでは、１についてはこの辺で終わりにしまして、次に、２の対象について、

まず、（１）の大人に関して書かれている点で何か修正等がありましたらご意見を出して

いただきたいと思います。 

 どうぞ。 

○Ｇ委員 修正という意味ではないのですが、子どもサポーター養成講座というのは、私

ども民生委員とか、いろいろなところで実際に講座が始まっていて、これからもあるので

すけれども、見た限り、養成講座自体がちょっとわかりにくいような感じがしたのです。

それと同時に、この広報が出るのが遅かったのではないかという感じがしたのです。これ

は子ども未来局の子どもの権利推進課の方ですが、現実に受講の対象になっているのはど

のぐらいか、確認したいのです。 

○委員長 今の質問に対して、お願いします。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） この子どもサポーター養成講座に

つきましては、子どもの権利推進課が事務局となって講座の企画運営を担っています。今
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回は、基礎編と実践編とそれぞれ二つに分けて実施させていただいておりまして、現在実

施しているのは実践編ということで、子どもと実際にかかわる経験豊富な大人の方に講師

として来ていただいて、子どもたちが力を発揮するために具体的にどういうサポートをし

ていったらいいのか、大人が全部をおぜん立てをして子どもがただ参加するのではなくて、

子どもみずから力を発揮するのに大人がどうかかわっていったらいいのかという具体的な

例を中心に、特に、今回は、公園遊びと、子どものニーズに基づく支援と、最後は自然の

中での体験学習という三つの分野で３人の講師にお願いして実施しているところです。 

 各回は大体２０人程度ということで募集しているのですが、回によっていろいろ変動が

ありまして、少ないところで５人、多いところで２０人です。基礎編の方は結構たくさん

の人が来て、いろいろ勉強していただきましたが、実践編の方は希望したほどは来ていな

かったと思います。それでも、今のところは５人から２０人の間でそれぞれ実施している

ところです。 

 今回、こういう講座はできれば身近なところでやったらいいだろうということで、東区、

豊平区、厚別区、南区と場所を変えてやってみたのですが、分野が分野なのか、近いから

来るというものではなかったかなという反省がございました。アンケートを見ると、もう

少しまち中で交通の便のいいところでやってもらった方がいいという話もいただきました。 

 子どもの参加というのは、ある意味ではこれまでもやっているところが実際にはありま

すが、傾向としては、子どもがけがをしないように大人が全部をおぜん立てして、子ども

はお客さんで参加するところが多いです。それは、最初のかかわりとしてはいいのですが、

それにとどまるのではなく、もう少し子どもも実際にいろいろなイベントの企画に入って

いただいたり、当日はいろいろな手伝いをしていただいたり、そういう経験を積むことが

子どもの自信にもつながりますし、そういう自信が生きる力にもつながっていくと思いま

す。そういう子どもが育つためにかかわりを持つ大人を養成しようということで去年から

実施したものでございました。 

 ただ、ＰＲの方は、ご指摘のとおり、広報の関係でどうしても１カ月前という形になっ

て、若干広報不足の部分はあろうかと思いますので、そのあたりは、我々も今後実施して

いくに当たって検討していきたいと思っております。 

○委員長 Ｇ委員、よろしいでしょうか。 

○Ｇ委員 はい。 

○委員長 どうぞ。 

○副委員長 ２の（１）大人の２番目のポツのところで「全ての市民が改めて認識し」と

記載していまして、ここに「市民」が出てきて、後のところは全部「大人」という表現に

なっています。これは、何か考えがあって「市民」という言葉を使ったのでしょうか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 通常、「市民」というときに、大

人も子どもも含めてという形で使うのですが、このあたりの表現は工夫したいと思います。

要は、大人も子どもも全部含めて理解する必要がある中で、（１）では、「大人」という
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対象の切り口として、まずは大人からスタートしようということで特出ししたところがあ

ります。そういう意味では、本来は大人も子どもも両方理解しなければならない部分だと

思いまして、そこで「市民」と使いましたが、１番のところも「大人」と「子ども」と使

っていますので、そういう意味では統一性のある表現にしたいと思います。意図的には、

大人も子どもも含めた表現ということでご理解いただければと思います。 

○委員長 ほかにいかがでしょうか。 

 （１）の大人の部分はよろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｄ委員 丸ポツの３番と４番は、表現は違うのですが、ともに地域への広報活動という

ことで内容的には同じようなことですね。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） そうです。 

 地域に住む大人をターゲットにということで、具体例を書いたので二つに分けています

が、働きかけ先としては同じです。 

○Ｄ委員 ３番の「家庭や学校における広報普及とともに、子どもにとって様々な人間関

係を学ぶ場である地域においても、子どもの社会性を育むための広報活動が重要。」とい

うのは、何か解説的な感じになっていまして、広報の内容というより解説という感じの文

章ですね。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 確かに、ご指摘の点はございます。

ちょっと工夫はしてみたいと思います。 

○委員長 ほかにありましたらどうぞ。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 今、いろいろといただいたご意見

を踏まえて調整させていただきたいと思うのですが、基本的なつくり方が、まず、一番右

の委員の意見の欄から、左の意見ということで、基本的には同じような話ですが、右の方

で、上が「町内会の回覧板に載せる」で、下が「まちづくりセンターの活用」ということ

で、ある意味では、それに対応する表現でそのまま書いた部分があったので、もうちょっ

と工夫して、誤解のないように対応したいと思います。 

○委員長 それでは、（１）の大人についてはこの辺で一たん打ち切りまして、次に、（２）

番目の子どもに関して何か意見がありましたら出していただきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｃ委員 ポツの四つ目ですが、「今後検討すべき。」というところでとめておいていた

だいたのは、学校としてはとても助かると思います。学校独自にカリキュラムをつくって

いくわけですので、１年間の大体の大枠というのは前年度中に検討してやっていきます。

それで、授業参観等でもこういう流れでやりましょうというのは前年度に出てくるのです

が、今後、どんどんやりましょうということになると、これを議題に持っていくのは結構

難しい面もあると思います。ですから、「検討すべき。」というところでとめておいてい



 - 11 - 

ただけるのであれば、かえってやりやすいのかなという気がしました。 

 以上です。 

○委員長 この表現は適切であるということで、評価する意味でおっしゃっていただいた

のですね。 

○Ｃ委員 そういうことです。 

○委員長 ほかに意見はないでしょうか。あるいは、ここはもう少し変えたらという点は

ないでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○委員長 ないようでしたら、次に、（３）の職員・教職員の方に移らせていただきます。 

 ご意見がありましたら、どうぞ出してください。 

 ポツの３番目については、Ａ委員やＣ委員がかかわっておられると思うのですけれども、

かかわっておられる方から見てこれでよいと考えられるか、それとも、これでは不十分だ

と考えられるか、そのあたりで何かご意見をお持ちでしたら出していただければと思いま

す。 

 お願いします。 

○Ａ委員 学校の教職員がこのような取り組みをこういう形でやるということは非常に大

きいと思っております。ただ、これまでも、こういうようなことを随分重ねてきました。

これから前に行かないのです。と言ったらおかしいのですけれども、そのためにさっきの

大人へというステップがあったと思うのです。学校で教員がいろいろなことをやっていて、

そこの保護者と、あるいは教員同士の職員研修を含めてやっているけれども、それが狭い

エリアの中だけのもので、学校で教員はこういう研修をしているのですよと言ったらおか

しいですけれども、そこのところを何かの形で外に出していかないと、うまくいかないと

思います。ちょっと閉鎖的と言ったらおかしいですが、狭くなってしまうと思います。だ

から、どう表現していいかわからないですが、教員研修なり職員研修そのものの中身を市

民の方にももうちょっと理解していただくような何かがあってもいいのではないかという

気がします。 

○委員長 今、Ａ委員の方から問題提起がされたような気がしますけれども、そのあたり

のことは、この委員会としてこれから考えていかなくてはいけない大事な点になってくる

のではないかという気がします。 

 どうぞ。 

○Ｂ委員 おっしゃるとおりだと思います。この３番目を見ると、非常に内向きな感じが

します。まずは内輪から手がたくやりましょうねという宣言のように感じられるわけです

けれども、今、Ａ委員がおっしゃったのは、内輪ではかなりやっていて、そこが外に広が

っていかないところがむしろ今後の課題なのだというご指摘だったと思います。それであ

れば、ここに、職員が理解し、教員が理解し、そのことを地域などにもフィードバックし

ていくことが重要であるとか何とか、内向きで手がたくやったことをどういうふうに広め
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ていくかということが課題だというような一文を入れるのも一つの手かなという感じがし

ました。 

○委員長 ということは、問題提起的なものをこの中に入れるということですね。 

○Ｂ委員 それをさらに外へどう投げかけていくのかということを考えていく必要がある

というようなところでかけ橋的な一文があると、発展的かなという感じはいたします。 

○委員長 今の点を、Ｅ委員はどう思われますか。 

○Ｅ委員 Ｂ委員のおっしゃるとおりの面もあると思うのですが、一方では、こういう理

解のある教員のもとで子どもたちが子どもの権利を理解して、きっちり行使できるように

なる、子どもが変わっていくということで十分かなという思いが私はあるものですから、

こういうふうにやっていますというアピールまでさらにというのはどういうものがあるか

なと思いながら聞いていました。 

○委員長 それに対して、Ｂ委員は何か言いたいことはありませんか。 

○Ｂ委員 そうだなと思います。むしろ、現場にいらっしゃる委員の皆さんで何か……。 

 これはこれで、私は完結していると思います。 

○委員長 あとは、問題提起的なものを入れるかどうかということですね。 

○Ｂ委員 そうだと思います。 

○委員長 そのあたりで、Ｃ委員はお考えがありますでしょうか。 

○Ｃ委員 特にありませんというか。まとまりません。 

○委員長 Ｂ委員、何か考えることができますでしょうか。 

○Ｂ委員 どこまで書くかという……。 

 これは、市民は見ないのですね。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 基本的には、この会議自体オープ

ンで行っておりますので、結果ということで、答申ではないですが、同じレベルで情報提

供はいたしますので、市民が見るという前提でつくられるということでご理解いただけれ

ばと思います。 

○委員長 この問題提起的な部分は事務局の方で何か工夫できますか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 前回のときには、右に出ている「パ

ンフレットを配っても、説明がないと頭には入らない」「イベントなどは中心部だけでは

なく、各区で行う」という部分を踏まえて、それに対応する形での一たんのつくりですの

で、今いただいたご意見を踏まえて内容を見直して、お諮りしたいと思います。 

○委員長 もう一回ありますので、そのときにお願いします。 

 ほかにないでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○委員長 なければ、一応、個別的な１、２については終わりましたので、最初に戻りま

して、「まとめに当たって」が全体の部分になりますが、これに関して何かないでしょう

か。 
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 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○委員長 それでは、このまとめの案について、先ほど皆さん方から修正など意見がいろ

いろ出てまいりましたので、そういったものをもとにしまして、次回の委員会でその内容

を変えたものを出したいと思います。そして、次回が最後になると思いますので、そのと

きにこの委員会としてまとめる形をとれるようにしたいと考えております。 

 ということで、このまとめの案についてはこの辺で終わりにしまして、岡村委員から出

されているものがあります。広報活動に関する提案ということで出されておりますが、こ

れについて皆さんの方からご意見はありますでしょうか。 

 なお、この提案の中に、参考にしたらいいということで幾つかの本が書かれております

が、その本を事務局で用意してくれておりますので、回してもらえますか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 今お回ししたものが、岡村委員の

方からこういう本はどうだということで提示のあったものです。一つは、「モモ」という

岩波少年文庫で、既に子どもたちにも読まれている実績もあろうかと思います。もう一つ

は、「居場所のちから」ということで、今回、子どもの権利計画の中でも安心して過ごせ

る場所が必要ではないかというところがありますが、そういう実践活動をされてきた方の

本でございます。あとの２冊は絵本ですが、子どもの権利に関する本と言われても非常に

幅広くて、なかなかとらえどころのない部分がありますので、具体的にどういう絵本かと

いうことで関係の方にご相談したところ、この２冊の本がイメージ的にはちょうどいいの

ではないかということであわせていただきましたので、同時に送付させていただこうと思

っております。 

 我々としては、岡村委員にご提案いただきましたが、今回の子どもの権利計画をつくる

に当たって、子どもの権利で守られていないものは何があるのかという問いをしたときに、

子どもの回答で、１番はいじめ、虐待、体罰などから守られることだったのですが、２番

目にどんな理由にせよ差別を受けないということがあったり、４番目に、他人との違いを

認められ一人の人間として尊重されるという回答がありました。そういう人との違いを認

め合いながら生活、共生していくという視点が非常に大事なのかなと思います。特に、こ

ういうことが守られていないと思っている子どもが多いということは、そうならないため

にも、そういった部分の理解が進むような書籍の紹介はどうだろうかということで、今回、

紹介させていただきました。 

 非常に幅広い話ではありますし、前回お話しいただきました絵本づくりも我々で今考え

させていただいているのですが、本をつくるのも、そう簡単に、では、３月までにつくり

ますともなかなか言えないものですから、それであれば、参考になる書籍の紹介ぐらいか

らスタートとして、今回のご提案の中にもあります絵本なども並行して準備できたらと思

っております。まずは、こういうわかりやすいＰＲの中で、こういう本という形での紹介

はできないだろうかということをご検討いただければと思っているところであります。 
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○事務局（金田子ども未来局子ども育成部長） 今回、シンポジウム「『非行少年』に寄

り添う」ということでお配りしているのですが、子どもの権利ということに関しまして物

すごくわかりやすいシンポジウムの内容になっているので、こちらを副委員長から少しご

紹介していただいたら、今の議論にもいいのではないかなと思います。 

○副委員長 今、札幌弁護士会では、非行少年などで家裁に送致された子どもたちに付添

人をつけたいということで活動しておりまして、その関係のシンポジウムとして、ことし

の３月１０日に「『非行少年』に寄り添う」という形のシンポジウムを開催いたしました。 

 最初のところは取っつきづらいところかもしれませんが、２０ページから見ていただき

ますと、坪井節子さんという東京で活動されている弁護士が出てまいります。この方は、

東京で虐待された子どもたちのシェルター、逃げ場所を弁護士が集まってつくっている社

会福祉法人カリヨン子どもセンターの理事長をしています。 

 この先生の講演内容を反訳してつけていますが、虐待を受けた子どもたち、非行に走っ

た子どもたちがどんな思いでいるか、それにかかわってきた弁護士がどういう活動をして

きたかがよくわかる内容になっています。本当は、あの場所で聞いていただけると、迫力

があっておもしろかったと思いますが、本当にいい講演でした。この冊子は、その一端が

うかがわれると思いますし、読み物としても本当におもしろいと思いますので、ぜひ読ん

でいただければと思います。いろいろな子どもたちに対するかかわり方が少しずつ見えて

くるのではないかと思っています。 

○委員長 今、皆さんのところに資料が回っていると思います。そして、岡村委員の提案

以外に、副委員長の方から弁護士会のシンポジウムに関する資料の簡単な説明があり、そ

れに関する資料を皆さんに１冊ずつ差し上げるということで配られていると思いますけれ

ども、そういったものを見たり、あるいは聞きながら、何か感じていることがありました

ら出していただければと思います。 

 どうぞ。 

○Ｂ委員 副委員長、これはすごく興味深いです。ありがとうございます。 

 岡村委員のご意見ですが、確かに魅力的で、私も、ぱっと思い浮かぶものでこれは読ん

でほしいとか、これはすごくいいとか、自分の中で推薦したい本が浮かぶのですが、例え

ば皆さんが２冊ずつ持ち寄ったとして、かなりばらばらになりますね。それをそのまま出

すということになるのでしょうか。受け取った側がそれをどういうふうに解釈するのかと

いうところが相当難しいと思っています。それぞれの選んだ軸がどうかとか、選ばれなか

った本はどうなのかとか、いろいろあるので、なかなか悩ましいところかなと感じていま

す。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 基本的には、各委員ごとにという

より、まずは出し合って、こういう本があるのではないかというところからスタートする

と思います。そういう意味では、当然、話の中である程度の調整は出てくると思っており

ます。何冊出てくるかにもよりますが、これは義務という話ではないので、そういう観点
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で進めていいかどうかという中で出していただきたいというお願いでございまして、実際

に出てきた中で我々の方でも一覧をつくって、それを次のときにお示しして、こういう形

で出てきましたが、どうでしょうかという中で進めていくのかなと思っております。 

 正直に言いまして、かなり広い範囲だと思います。私が先ほど例を挙げた一人一人の違

いを認めるようなことが理解できる本とか、例示では言ったのですが、分野としてはかな

り広い分野になる部分もございますので、余りいろいろやっていくと収拾がつかなくなる

ところもあると思います。そういう意味では、まず、これはというものを出していただく

ところからスタートした方がいいのかなと思います。今回出して、５年も６年もそのまま

ということは考えておりませんので、今の段階で出せるものを出していただいて、先ほど

の子どもの理解を進めるという部分でまずは一歩踏み出せればというふうに思っておりま

すので、ご協力いただければと思っているところであります。 

○副委員長 これは、子どもに読んでもらいたい本ということですか。それとも、大人に

も読んでもらいたいとか、対象はどういうふうになるのですか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 基本は子どもと大人の両方ですが、

これは子どもに読んでほしい、これは大人にというふうに二つに分けて募集した方がいい

のかなと思っております。今回は子どもだけということは考えていませんが、今、回した

本も、「モモ」は少年少女文庫ですから子どもでしょうし、「居場所のちから」になると、

子どもというか、もうちょっと大人がこれを読んでという話になるでしょうから、そうい

う意味でも、大人と子どものそれぞれでもしあればというご理解でよろしいと思います。 

○事務局（金田子ども未来局子ども育成部長） よろしいですか。 

○委員長 どうぞ。 

○事務局（金田子ども未来局子ども育成部長） 今お回ししている絵本の方は、子ども向

けの絵本ですが、内容を見ると、大人も十分感動できる内容になっています。そういう意

味では、両方に該当するものもあるかと思います。それから、副委員長がお持ちいただい

た坪井先生のシンポジウムの記録の方では、私は、４月にここに来るまで、子どもは育て

ていますけれども、子どもの人権や権利を改めて考えたことがなかったのです。そして、

子どもの権利条例を読んだときに、これをどういうふうにとらえたらいいのか、現実の生

活の中ですとんと落ちてこなかったのです。ところが、この坪井先生のシンポジウムの記

録を読みますと、子どもの人権とは何かということを三つにまとめているのです。 

 ３０ページと３１ページにあるのですが、３０ページの一番下の方の段落で、一つ目が

生まれてきてよかったねということです。子どもの権利とは、「ヒューマン・ライト」と

言うけれども、その「ライト」の意味も、権利というものではなくて、例えば、「オール・

ライト」の「ライト」とか、「ユー・アー・ライト」、あなたは正しいという意味の「ラ

イト」だというふうにおっしゃっているのです。難しいことではなくて、実際にあなたが

いて、生きて、生まれてよかったんだよということだとおっしゃっています。二つ目は、

ひとりぼっちではないんだよということだとおっしゃっています。人間というのは、本当
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にひとりぼっちでは生きていけないけれども、あなたはひとりぼっちではないんだよ、子

どもたちにはパートナーが必要なんだよということをおっしゃっています。三つ目は、あ

なたの人生はあなたが歩いていいんだよと。要するに、その人生を選ぶのは大人ではなく

て子ども自身なんだよとおっしゃっているのです。こういうふうにおっしゃっていただく

と、ものすごく理解が進むなと思いました。そのように、読んだ人あるいは見た人に何か

ひっかかるようなものを提供できたらすてきかなというふうに私は感じました。 

○委員長 ありがとうございます。 

○副委員長 坪井先生は、本当に自分で活動しているのです。自分たちでシェルターを運

営して、自分たちで活動して、生の子どもたちを扱っていますから、そこから出てくる本

当の言葉、自分が感じる子どもの権利を話してくださっていて、ある意味、実践から出た

ものというのはわかりがいいなというのはそのとおりでした。話し方も本当によかったの

で、また何かの機会があってお呼びできたらなと思いますし、聞いた皆さんが感動された

講演でした。 

○委員長 副委員長もすごく感動されたようなので、ぜひ、皆さんもしっかり読んでみて

ください。 

 そして、権利の問題についても、やわらかい言葉で、わかりやすい言葉で話をするとい

うことがすごく大事です。そうしないと、なかなか理解が進んでいかないだろうと思いま

す。 

 僕も、一応は憲法をやっている立場からして、権利というものをどうやって学生にわか

ってもらおうかということで、大変な思いをするのです。言葉だけで言っても実際には学

生に伝わりませんから、どうやって理解してもらうかというのは大変なところです。 

 Ｂ委員も心配しているところがあるかもしれませんが、まずはやってみるということが

必要ではないかと思います。そういう意味では、こういう本を読んだらいいというものを

皆さん方から推薦していただいて、それを子どもの権利の理解のために広めていく、そう

いう役割も我々は持っているのではないかと思うのですが、どうでしょうか。まずはやっ

てみるということが必要ではないかと思うのです。 

 どうぞ。 

○Ｇ委員 私は、前回初めて出させてもらって、今さらという感じはあるのですが、疑問

に思っていることがあります。権利というのは、この年になって何となくわかるのですが、

子どもの権利ということで解釈すると、私たち民生委員の場合は、子育て支援の場合はゼ

ロ歳から１８歳までで、体は大人でも子どもは子どもという解釈でいるのです。ただ、こ

れを見ますと、今、回ってきたものも含めて、あるいは、「子どもにすすめるまちづくり

ガイドライン」というものもいただいたのですが、こういうものを見る限りでは、割と小

学生を対象にしているというような感覚を受けてしまいます。子どもの権利といっても、

僕が言うゼロ歳から１８歳ということになると、小・中・高という三つに区分けをした場

合、その段階、段階で権利は違ってくるのではないかというふうに僕は解釈するのです。
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ただ、今、議論をしているところは、低学年の方が圧倒的に多く、それ以上のものは、僕

は２回目で前回しか出ていないからよくわからないですが、そういう解釈をしています。

そういう進め方でいいのかなと思うのですが、どうでしょうか。 

○委員長 どうぞ。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 年齢に応じてというか、特に枠は

設けないでこれまでも議論をしてきたのですが、委員がおっしゃるように、子どもの権利

そのものは、条例で定める四つの権利はゼロ歳から１８歳までみんな同じ権利があるとい

う前提です。ただ、ゼロ歳の子どもと１８歳の子どもと同じ権利があっても、そのウエー

トづけが全く同じかといったら、決してそうではないです。まず、ゼロ歳の子どもは、安

心して生きる権利が何よりも優先されるでしょうし、１８歳の子どもになると、安心して

過ごす権利は当然大事ですが、自分の力もついていますから、そういう意味では、今、ガ

イドラインもお配りしましたけれども、実際に参加する権利のウエートがやはり大きくな

ってくると思います。権利そのものはすべての子どもに平等にかかわってきますが、それ

ぞれの段階に応じてかかわり方は違うのだろうと思っております。 

 今回、１期目の皆様方には、計画をつくる段階でいろいろな施策についてもご議論いた

だきましたけれども、分野によっては、かなり小さいお子さんが対象になるものもありま

すし、高校生をターゲットにしたものもありますし、それぞれの状況に応じて議論してき

たと理解しております。必ずしも、低学年とか小学校に限定してということは特に考えて

おりませんので、話す中身によってそれぞれの対象を想定しながら議論していただいてい

るということでご理解いただければと思っております。 

○委員長 Ｇ委員、よろしいでしょうか。 

○Ｇ委員 わかりました。 

○委員長 それでは、岡村委員からの提案はどうでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ａ委員 非常に幅広くて、なかなか難しいなと思います。ただ、今、坪井先生の講演の

資料は、正直に言いまして、子どもよりも大人に見せたいものだと思いました。虐待なり、

少年院その他、いろいろな背景や要因、そして、そこに子どもの権利のいろいろな問題が

かかわってくるということで、ごく普通に小・中学校へ行っている子どもたちに理解して

もらいたいというよりも、むしろ、大人がしっかり把握していただきたいものだと思いま

す。ごく普通に学校生活を送っている子どもたちが、将来、おかしな視点を持たないよう、

一人一人を大事にするとか、先ほどもちょっとありました命の大切さとか、そういう視点

をきちっと持たせられるような本を選んでいくといいと思います。それは、小学校、中学

校段階で書き方も随分違ってくるだろうと思っております。ですから、必ずしも非行問題

や虐待問題ばかりをどんどん図書的に挙げてみても仕方がないだろうと思います。もっと

根幹になるような、人の生きざまみたいなものを子どもたちがゆっくりと持っていくのが

読書のいいところではないかという気がしておりますから、これで図書を選ぶとなると、
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そういうような視点からはかなり難しいかなという気がしています。 

○Ｅ委員 岡村委員の提案を読ませていただきますと、各委員なりの切り口でお勧め理由

なんかもつけたらいいのではないかとあります。私は、２年間の委員を終えるに当たって、

各委員が子どもの権利に関してどういう思いで２年間やってきたのかということとも絡む

ような気がしますので、この本はこういうふうに子どもの権利と絡むと考えるということ

もちゃんと書いて、しかも、絵本だけれども、これはぜひ大人に読んでほしいとか、切り

口を明確にすることによって各委員のカラーが出ますので、なかなかない読書紹介の一つ

になるのではないかという期待があります。私は、この岡村委員の提案に賛成して、自分

もぜひ何冊か選んでみたいと思っております。 

○委員長 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○副委員長 例えば、委員が何かコメントをつけたとして、それは札幌市の子どもの権利

委員会の推薦という形にはならないのですね。それを札幌市が推薦するという形で出すも

のなのか、子どもの権利委員会として推薦するものなのか。要するに、子どもの権利委員

会の委員はどんどん交代していきますので、かわっていく委員たちがそのときに何を考え

たか、何を思っているかということで本を推薦して冊数を重ねていくというイメージで考

えてよいのでしょうか。それとも、札幌市の方である程度考えて、そういうようなシリー

ズで推薦していくというイメージで考えた方がいいのでしょうか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 基本的には、子どもの権利委員と

いう立場で、子どもの権利を理解するためのＰＲということでこういう本をご紹介いただ

ければと考えております。そういう意味では、１期はことしの１１月に終わりますけれど

も、今度、２期目の委員になったときは、改めていろいろお伺いする中で、そのまま残る

ものもあるでしょうし、加わるものもあると思いますので、そういうところで対応してい

けばよろしいと思っております。出したものがすべて固定されて、未来永劫このままとい

うことまでは考えていないのですが、まず、一たんは子どもの権利委員という立場で紹介

いただけるものを出していただければと考えております。次の委員がやらないと言われれ

ば、それはまた考えます。 

○委員長 ほかの委員はいかがでしょうか。 

○Ｂ委員 確認です。 

 Ｅ委員がおっしゃったことは重要なことだと思うのですけれども、そうすると、例えば、

Ｂが推薦したものだということをはっきり明記して、Ｂは、こういう論点で、こういう内

容だから子どもの権利条例とこういうふうに絡むのでご推薦申し上げますというところま

できちんと示すということでしょうか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 我々としては、理解するに当たっ

てこういうところが大切なのではないかというコメントはいただきますけれども、だれが

というところまでは要らないのではないかと思っております。あくまで権利委員の皆さん
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で、１回出していただいたものをまた皆さんにお示しして、この本がこういう推薦理由で

子どもの権利の理解に供するのではないかということでＰＲするということです。そうい

う意味では、委員そのものは匿名になると思いますが、なぜこの本がというところはそれ

ぞれの委員に書いていただくことになると思います。 

○事務局（岩崎事務職員） 中央図書館の方で、市民の方から、小学生向けだったと思い

ますが、本の表紙と、１００文字か１５０文字ぐらいですが、どの年代向けにこんな視点

でこういうふうに読んでもらいたいといったコメントを載せた冊子をつくっています。こ

れは、別に切り口が権利ということではないですけれども、氏名は掲載せず、そういった

本を５０冊ほど紹介したものです。本日はお持ちできなかったのですが、今回はそういう

ものをイメージしております。 

○事務局（金田子ども未来局子ども育成部長） それがないと、イメージがつきにくいか

なと思います。 

○Ｇ委員 権利どうのこうのということではないのですが、私が委員になってから、たま

たま私の友達の声を五十何年ぶりに聞いたのです。昔、職場で一緒になって、二、三カ月

ぐらい一緒に仕事をした人ですが、その後はずっと会っていなくて、年賀状のやりとりだ

けだったのですが、たまたま、２カ月ぐらい前にこういう本を突然送ってきたのです。「高

校生の皆さんへ」という本です。この本は、自分でパソコンを使ってつくったものです。

素人がつくっている本ですから、それなりですけれども、何で「高校生の皆さんへ」とい

うことなのか。中を全部は読んでいませんが、ぱらぱらと読んだら、我々ぐらいの年にな

ると、人生何十年もやってきていますから、いいことも悪いことも大体わかっています。

そして、本人は高校の１期生だったので、当時の先生から、おまえたちは１期生でこれか

ら後輩がどんどんできる、大先輩になるのだからという話があり、そのことが常に頭にあ

ってこの本を書いたらしいです。要するに、高校生として生活していて、大人が自分で経

験したことに関して早く言ってやれば、本人たちも気づいて、それに対しての対応の仕方

が出てくるだろうとか、人生訓みたいなものかなという感じがしました。極端に言えば、

こういうような本もあると思います。例えば、これを読むことによって、たばこや酒がど

うしてだめなのかとか、いいとか、スキーをやっていてよかったとか、取りとめのないこ

とですが、これを読むことによって、僕もそうですけれども、高校時代にそういうことが

わからなくても、後になってみるとわかった、そういうような感じのことがあるのですね。

こういうような本であっても、問題は読む人が前向きに読むかどうかだろうと思いますけ

れども、参考にちょっと紹介させていただきました。 

○委員長 ありがとうございます。 

 ほかの委員の方はいかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｂ委員 私は、すごく画期的なご提案だと思うのですが、本を紹介するということはそ

んなに気軽なことではないと思います。ましてや、この委員会として皆さんがお出しにな
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ったものは、すべて通ると思うのです。皆さんがそれぞれの思いで選んだものですからね。

ただ、それがすべて委員会で選んだものとして推薦図書という形で載るというのは、私と

してはちょっと重さも感じます。ですから、両方の中で揺れ動いているのですが、もちろ

んトライしてみてもそれなりに意義があると思います。ただ、怖さも半分あるかなという

ところです。 

○Ｃ委員 非常に重たいですね。 

○Ｂ委員 重たいのです。 

 でも、委員会としてやるというのなら、私も、この本がいい、あの絵本もいいというも

のがたくさんありますので。 

○委員長 恐らく、それぞれの委員もずっしりきているのではないかと思いますけれども、

まずはやってみませんか。やる意味はすごくあるのではないかというふうに私は思います。 

 よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○委員長 それでは、重い雰囲気の中でこの件についてはやるという方向でまとめさせて

いただきましたけれども、この件に関して、事務局の方で何か具体的なイメージはありま

すでしょうか。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 今、参考図書として回させていた

だきましたが、それ以外にも、先ほどの命の大切さの話とか、一人一人、個人が尊重され

る視点とか、幾つかポイントを整理した上で、委員の皆様方にこういう考えでどうだろう

かということで様式等を別途ご送付させていただきたいと思います。それを踏まえて、次

回の委員会のときにご議論いただければと思っております。 

 きょうは８月９日ですけれども、うちの方でできるだけ早く皆さん方に様式を送って、

できれば、次は１０月に委員会を予定していますので、何とか９月末ぐらいには一たんま

とめたいと考えております。その辺も含めて、後日、お手紙を差し上げたいと思います。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今の件でありますが、この委員会のメンバーで、自分がこれは適当だと判断

したものを出していただきたいと思います。 

 それでは、この件については終わりましたので、最後に、事務局の方から何か連絡事項

がありましたらお願いいたします。 

○事務局（野島子ども未来局子どもの権利推進課長） 今もお話しさせていただきました

けれども、次回は１０月ごろを予定しております。委員の任期が１１月ですから、恐らく、

次回が最後の会になろうかと思います。今回は、きょうの広報の案も含めて事前に少しや

りとりをさせていただいて、ある程度調整した段階で次の最終回に出したいと思います。

これまでは、単に事前に会議の資料を送付ということでお配りさせていただきましたが、

今回は、事前にもう少し調整させていただいた上で、最後の１０月の会議にお諮りしたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○委員長 ありがとうございます。 

 

  ３．閉  会 

○委員長 それでは、この辺で本日の委員会は終了いたします。 

 皆さん方も、決して考え事をしながら帰るなんてことはしないでください。それでなく

ても、きょうは結構暑いですから、気をつけてお帰りいただきたいと思います。 

 きょうは、どうもありがとうございました。 

以  上 


